
 

 

                                 

 

２０１２年３月８日 

「東京スカイツリー®地区」熱供給（地域冷暖房：ＤＨＣ）事業 

大規模災害時の大容量水蓄熱槽・保有水 

提供に関する協定締結について 

安心・安全の街づくり、地域防災に役立てて頂くべく、最大約２３万人の生活用水を提供  

 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 

株式会社東武エネルギーマネジメント 

                              

 本日、３月８日、東武鉄道㈱（本社：東京都墨田区）１００％子会社の㈱東武エネルギーマネジメ

ント（本社：東京都墨田区）では、施設内に設置する大容量水蓄熱槽の保有水最大約７，０００トン

を、地震等災害時における被災者の生活用水として、墨田区に提供する協定を同区と締結いたしまし

た。 

なお、大容量蓄熱槽・保有水量約７，０００トンは、２５Ｍプール（標準水量約４００トン）換算

で約１７杯分、ドラム缶（２００リットル）換算では約３万５千本分となります。１日に成人が使用

する生活用水は「約３０リットル／人」と言われており、全量を提供した場合には、約２３万人分の

量となります。 

災害時に備えて生活用水の確保を進める墨田区と、自社グループで保有する蓄熱槽内の大量の水を

災害時に使用することにより、地域防災へ貢献したいという㈱東武エネルギーマネジメントの思いが

一致し、今回の協定締結の運びとなったものです。 

なお、同保有水を消火用水としても提供を行う計画です。火災発生時には消火活動を優先し提供し

てまいります。 

墨田区と締結する協定の概要は、次のとおりです。 

                                         以 上 

◆協定の概要について 

１ 名  称     災害時における貯水の利用等に関する協定 

２ 協定期間    ２０１２年３月８日より１年間（以後自動更新） 

３ 内  容 

① 貯水の提供   墨田区は、㈱東武エネルギーマネジメントへ提供について申請、その際必 

要水量を提示する。これに対し、㈱東武エネルギーマネジメントでは提供

可能な水量を提示し、協議のうえ決定した水量を提供する。 

② 協力要請      墨田区は、必要と認めたときは、㈱東武エネルギーマネジメントに対し応 

急給水活動について協力を要請し、㈱東武エネルギーマネジメントは可能 

な限り協力する。 

③ 貯水の取出し  貯水の取出しは、㈱東武エネルギーマネジメントの施設を利用し、墨田区 

が用意した資器材で行う。 



 

 

（別紙１） 

 

◇ 熱供給「大容量水蓄熱槽」の保有水約７，０００トンは、大規模災害発生

時には生活用水、消防用水として提供（概念図） 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               約７，０００トン 

 

                      
※１日に成人が使用する生活用水は「約３０Ｌ／人」 

 

以 上 

水深　約15ｍ

 
※火災発生時には消火 

活動を優先し提供予定 



 

 

（別紙２） 

◇ 熱供給「大容量水蓄熱槽」の概要 

                 
東京スカイツリー

東武・東京メトロ

押上駅

業平橋駅

DHCメインプラント

DHCサブプラント

ＤＨＣ事業計画区域

東武鉄道㈱

本社ビル

地域導管

              

▽ メインプラント（地下２Ｆ）        ▽ 「大容量水蓄熱槽」（保有水量約７，０００トン）  
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メインプラント平面図 （地下2階）と、温度成層型水蓄熱槽

（1） 高効率熱源システム

冬期（冷水槽＋温水槽）

夏期（冷水槽）

水
深
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1
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約7,000m3の大容量水槽

蓄熱槽

熱源機械室

電気室

中央監視室

    
 ▵ 図２ ｢ﾒｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ｣ 平面図              ▵ 図３ ｢大容量水蓄熱槽｣立体図 
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       ▵ 図４ ｢大容量水蓄熱槽｣ 平面図              ▵ 図５ ｢同 左｣ 断面図                                            

 

以 上 

 

 



 

 

  

                   
          ▵  断熱・防水工事が完成した「大容量水蓄熱槽」。 

                この後注水し、現在は満水となっています。 

（

（別紙３） 

 

 ◃ 工事中（２０１１年６月）の「大容量水蓄熱槽」（高 

さ１６ｍ、水深約１５ｍ）。このような槽が４槽あり、 

合計保有水量は約７，０００トンとなります。 
 

 



  

                      

◇ 「生活用水」提供方法 

 

墨田区手配の給水タンク積載のトラックを「東京スカイツリータウン®」ウエストヤードＢ１Ｆ

駐車場に停車させ、当該階パイプシャフト内の冷却水補給水配管・縦管に設けた取り出しノズル

に、ホースをつなげ、トラックに積んだタンクに給水します。 

なおその際には、冷却水補給水ポンプの吸込配管に蓄熱槽配管をつなげ、同ポンプを運転、蓄

熱槽水を汲み上げ、給水します。 

ポンプの汲み上げ水位以下の蓄熱槽水は、蓄熱槽のマンホールから、区所有の水中ポンプにて

汲み出す計画です。 

給水タンクに水を積み込んだトラックは、被災者の避難場所等へ移動し、水を配る計画です。 

 

 

 

                     

           

 

 

 

 

    

 

トイレ洗浄      手洗い等 

      

 

 

   

 

    

           

 

 

 

 （ご参考） 

  

 

水深　約15ｍ

 

 

   ➩ 
※取り出しノズルにホースをつな

ぎ、トラックに積んだタンクに給水  

 ⇧ 

 

  ⇩※被災者の避難場所等へ移動し 

        水を配る。  

 ◃ 熱供給「大容量水蓄熱槽」 

 

▽ 墨田区手配の給水タンク搭載トラック（イメージ） 

        ※東京スカイツリータウンＢ１Ｆ駐車場に停車 

以 上 


